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【手続補正書】
【提出日】平成25年6月18日(2013.6.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３６６】
配列指標
表７
【表９】
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【表１０】
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【表１１】

【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＢＴＬＡに結合し、配列番号：２５に記載されている重鎖可変領域を含む、単離された
抗体またはその抗原結合フラグメント。
【請求項２】
　ＢＴＬＡに結合し、配列番号：３２に記載されている軽鎖可変領域を含む、単離された
抗体またはその抗原結合フラグメント。
【請求項３】
　ＢＴＬＡに結合し、
（ａ）配列番号：１９のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ１；
（ｂ）配列番号：２０のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ２；
（ｃ）配列番号：２１のアミノ酸配列を含む重鎖可変領域ＣＤＲ３；
（ｄ）配列番号：２６のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ１；
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（ｅ）配列番号：２７のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ２；および
（ｆ）配列番号：２８のアミノ酸配列を含む軽鎖可変領域ＣＤＲ３；
を含む、単離された抗体またはその抗原結合フラグメント。
【請求項４】
　ＢＴＬＡに結合し、重鎖可変領域および軽鎖可変領域を含む単離された抗体またはその
抗原結合フラグメントであって、
（ａ）該重鎖可変領域が配列番号：２５のアミノ酸配列を含み；
（ｂ）該軽鎖可変領域が配列番号：３２のアミノ酸配列を含む、
抗体またはその抗原結合フラグメント。
【請求項５】
　ＢＴＬＡへの結合に対して請求項３または４に記載の抗体と競合する、単離された抗体
またはその抗原結合フラグメント。
【請求項６】
　請求項１－４のいずれかに記載の抗体または抗原結合フラグメントのＶＬドメインまた
はＶＨドメインを含む単離されたポリペプチド。
【請求項７】
　請求項１－５のいずれかに記載の１つまたはそれ以上の抗体または抗原結合フラグメン
ト、および薬学的に許容される担体または希釈剤を含む組成物。
【請求項８】
　請求項１－４のいずれかに記載の抗体または抗原結合フラグメントのＶＬドメインまた
はＶＨドメインをコードする単離された核酸。
【請求項９】
　請求項８に記載の単離された核酸を含む発現ベクター。
【請求項１０】
　請求項９に記載の発現ベクターを含む組換え宿主細胞。
【請求項１１】
　請求項１－５のいずれかに記載の抗体またはその抗原結合フラグメントを生産する方法
であって：
ａ．核酸配列を発現する条件下で培養培地中で請求項９に記載の宿主細胞を培養し、それ
により軽鎖および重鎖可変領域を含むポリペプチドを生産すること；
ｂ．該ポリペプチドを宿主細胞または培養培地から回収すること
を含む方法。
【請求項１２】
　対象における感染症または感染病を処置するための医薬の製造における、有効量の請求
項１－５のいずれかに記載の抗体または抗原結合フラグメントの使用。
【請求項１３】
　感染病が、ヒト免疫不全ウイルス、Ａ型肝炎ウイルス、Ｂ型肝炎ウイルス、Ｃ型肝炎ウ
イルス、エプスタイン・バーウイルス、ヒトサイトメガロウイルス、ヒトパピローマウイ
ルスおよびヘルペスウイルスからなる群から選択される、請求項１２に記載の使用。
【請求項１４】
　感染症が細菌での感染である、請求項１２に記載の使用。
【請求項１５】
　感染症が真菌での感染である、請求項１２に記載の使用。
【請求項１６】
　対象における癌を処置するための医薬の製造における、有効量の請求項１－５のいずれ
かに記載の抗体または抗原結合フラグメントの使用。
【請求項１７】
　癌が、黒色腫、腎臓癌、前立腺癌、膵臓腺癌、乳癌、大腸癌、肺癌、食道癌、頭頸部の
扁平上皮癌、肝臓癌、卵巣癌、子宮頸癌、甲状腺癌、グリア芽腫、神経膠腫、白血病、リ
ンパ腫および新生悪性腫瘍からなる群から選択される、請求項１６に記載の使用。
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【請求項１８】
　対象における免疫応答を増加させるための医薬の製造における、有効量の請求項１－５
のいずれかに記載の抗体または抗原結合フラグメントの使用。
【請求項１９】
　対象におけるＴｈ２介在疾患を処置するための医薬の製造における、有効量の請求項１
－５のいずれかに記載の抗体または抗原結合フラグメントの使用。
【請求項２０】
　Ｔｈ２介在疾患が、喘息またはアレルギーである、請求項１９に記載の使用。
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